
第

回
ふ
じ
し
ま
夏
ま

42

つ
り
、
第

回
鶴
岡
伝
統

23

芸
能
祭
が
、
８
月
３
日

（
土
）
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
は
藤
島
地
区
地
域

活
動
セ
ン
タ
ー
で
す
。

こ
れ
ま
で
藤
島
体
育
館

北
側
芝
生
広
場
で
開
催
さ

れ
て
い
た
「
焼
肉
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
は
、
あ
り
ま

せ
ん
。

近
年
の
猛
暑
に
よ
る
心

配
や
、
藤
島
産
牛
肉
の
提

供
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
影
響
で
す
。

従
来
、
千
円
で
ス
テ
ー

キ
が
食
べ
ら
れ
る
と
好
評

だ
っ
た
「
庄
内
牛
」
が
、

取
扱
い
店
舗
の(

株)

エ
ー

コ
ー
プ
庄
内
が
、
平
成
30

年
に
Ａ
コ
ー
プ
東
北
に
な

り
、
令
和
３
年
に(

株)

Ａ

コ
ー
プ
東
日
本
に
な
り
、

令
和
６
年
４
月
に
全
国
規

模
で
の
合
併
と
な
る
Ｊ
Ａ

全
農
Ａ
コ
ー
プ
（
株
（
本
）

社
・
横
浜
市
）
と
な
っ
た

こ
と
で
「
庄
内
牛
」
と
し

、

て
の
取
扱
い
が
で
き
な
い

と
の
こ
と
で
す
。

畜
産
農
家
が
、
消
費
拡、

大
と
畜
産
振
興
を
目
的
に

年
以
上
続
き
て
き
ま
し

30た
が
「
休
止
」
は
残
念
で

、

す
。新

た
な
形
で
復
活
で
き

る
よ
う
、
畜
産
農
家
を
励

ま
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
藤
ろ
っ
く
祭
」
が
観

、

。

覧
無
料
で
開
催
さ
れ
ま
す

第

回
鶴
岡
伝
統
芸
能

23

祭
は
、
第
１
部
が

時
10

45

分
か
ら
午
前
中
、

太
鼓
演
奏
、
藤
島
こ
り

す
保
育
園
獅
子
踊
り
、
東

栄
小
学
校
獅
子
踊
り
、
渡

前
小
学
校
子
ど
も
獅
子
、

第
２
部
が

時
か
ら

16

17

時

分
ま
で
、

45消
防
団
藤
島
方
面
隊
梯

子
乗
り
・
纏
振
り
、
藤
島

児
童
館
稲
魂
太
鼓
、
ふ
じ

し
ま
太
鼓
「
鼓
粋
、
山
王

」

日
枝
神
社
獅
子
舞
社
中
、、

温
海
嶽
熊
野
神
社
獅
子
舞

古
郡
神
楽
、
両
所
神
社
獅

子
舞
が
出
演
し
ま
す
。
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（月２００円程度）
7月 25人 21,430円
6月 31人 26,720円

ふ
じ
し
ま
夏
ま
つ
り

鶴
岡
伝
統
芸
能
祭

会
場
は
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

焼
肉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

ふ
る
さ
と
賛
歌鈴木

重
雄(

八
色
木)

永
慶
寺
境
内
散
歩
③

称
願
様
の
念
仏
碑

（

）

文
政
９
年
１
８
２
６

建
立
。

称
願
は
、
鎌
倉
光
明
寺

の
念
仏
行
者
で
説
法
し
て

歩
い
た
旅
僧
で
、
庄
内
地

方
に
は
か
な
り
の
塔
が
あ

る
。独

特
な
筆
法
で
刻
み
が

深
く
、
称
願
碑
で
あ
る
こ

と
が
一
見
し
て
判
る
（
参

考

藤
島
石
造
文
化
財
。）

本
堂
に
向
か
っ
て
左
側

の
入
口
近
く
に
、
高
さ
２

㍍
底
型

㌢
位
の
自
然
石

50

に
「
南
無
阿
弥
陀
佛
称
願

、
（

）」

。

花
押

と
掘
っ
て
あ
る

裏
面
に
施
主
の
名
が
刻

ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

確
認
出
来
な
い
。

八
色
木
と
は
深
い
因
縁

が
あ
っ
た
と
思
う
。

飯
鉢
文
書
に
、
文
政
９

年
２
月
に
永
慶
寺
に
御
出

（
お
い
で
）
と
あ
る
。

弁
天
堂

永
慶
寺
は
、
元
は
真
言

宗
で
あ
っ
た
の
を
、
旧
山

添
村
西
荒
屋
に
あ
っ
た
寺

、

宗
を
八
色
木
村
に
移
転
し

曹
洞
宗
に
改
め
、
明
峰
素

哲
禅
師
を
開
山
と
し
て
祀

っ
た
。
そ
れ
ま
で
旧
院
安

置
の
弁
財
天
を
現
在
地
に

移
転
し
た
。

弁
財
天
座
像
＝
嘉
永
３

年
写
し
の
縁
起
書
に
は
、

弘
法
大
師
が
護
摩
の
灰
を

も
っ
て
作
っ
た
と
い
う
。

前
面
に
光
沢
が
あ
る
。
相

（

）

、

州
神
奈
川
県
江
ノ
島

山
戸
吉
祥
院
と
共
に
、
日

本
３
弁
財
天
の
一
つ
と
称

さ
れ
る
。
本
寺
は
以
前
真

言
宗
に
属
し
た
時
代
が
あ

り
、
こ
ｓ
の
像
は
禅
宗
改

宗
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

も
り
の
山

境
内
西
側
に
巨
木
の
松

並
木
が
あ
り
、
北
西
の
隅

に
小
高
い
丘
が
も
り
の
山

で
あ
る
。

萬
霊
塔
、
納
骨
塔
、
慰

霊
碑
が
建
っ
て
い
る
。

賛
同
の
両
側
に
卅
三

さ
ん
じ
ゆ
う
さ
ん

観
音
の
石
造
が
並
び
、
参

詣
す
る
信
者
に
や
さ
し
く

問
い
か
け
て
い
る
。

戸
川
安
章
先
生
に
調
べ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

江
戸
中
期
に
信
者
の
寄
進

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
信

者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。



茨
城
県
つ
く
ば
市
は
、

２
０
１
１
（
平
成

）
年

23

に
「
教
育
日
本
一
」
を
売

、
り
出
し
、
２
０
１
２
（
平

成

）
年
に
市
内
全
校
に

24
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を

方
針
に
掲
げ
、
義
務
教
育

学
校
を
次
々
と
４
校
も
開

設
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
つ
く
ば
市
教

育
委
員
会
の
検
証
（
２
０

１
８
）
で
は
「
児
童
生
徒

、

の
精
神
的
健
康
度
に
課
題

が
あ
る
」
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、
当
時
の
教
育
長
、
門

脇
厚
司
氏
（
筑
波
大
学
名

誉
教
授
・
庄
内
町
立
谷
沢

の
出
身
）
が
、

○
小
中
一
貫
教
育
の
全
校

実
施
は
改
め
る
。

○
義
務
教
育
学
校
の
新
設

は
し
な
い
。
等
と
し
ま
し

た
。つ

く
ば
市
の
不
登
校
児

童
生
徒
数
は
急
増
し
、
２

０
２
２
年
に
茨
城
県
の
不

登
校
率
が
全
国
ト
ッ
プ
に

な
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

つ
く
ば
市
は
現
在
、
義

務
教
育
学
校
の
分
離
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
学
園
の
森
義
務
教
育

学
校
」
は
令
和
５
年
４
月

に
分
離
し
「
研
究
学
園
小

、

中
学
校
」
を
開
設
。

「
み
ど
り
の
学
園
義
務

教
育
学
校
」
は
令
和
６
年

４
月
に
分
離
し
「
み
ど
り

、

の
南
小
中
学
校
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

義
務
教
育
学
校
は
も
は

や
破
綻
し
て
い
ま
す
。

き
合
う
は
ず
み
に
衝
突
し

た
類
型
、
だ
そ
う
で
、
追

突
と
は
、
同
一
方
向
に
向

か
っ
て
進
行
中
の
車
両
間

に
お
い
て
、
後
車
が
全
車

に
衝
突
し
た
こ
と
を
追
突

、

。

と
い
う
と
の
こ
と
で
す

▲
で
、
あ
の
事
故
は
、
俺

の
バ
イ
ク
を
左
側
か
ら
追

い
抜
こ
う
と
し
て
、
バ
イ

ク
の
前
輪
を
パ
ン
ク
さ
せ

る
ほ
ど
突
き
当
た
っ
た
ん

だ
。
俺
は
吹
っ
飛
ん
だ
ん

だ
が
、
こ
れ
が
何
故
双
方

か
ら
行
き
合
う
は
ず
み
の

衝
突
な
ん
だ
。
Ｔ
字
路
か

ら
出
て
き
た
車
が
起
こ
し

た
事
故
だ
か
ら
出
合
い
頭

な
ん
だ
ト
。
じ
ゃ
Ｔ
字
路

の
交
差
点
と
は
ど
こ
ま
で

な
ん
だ
。
と
聞
け
ば
、
ナ

ン
ｍ
と
い
う
基
準
は
な
い

と
言
う
。
じ
ゃ
何
処
ま
で

行
っ
て
も
交
差
点
か
い
？

間
違
い
な
く
並
行
し
て
走

っ
た
か
ら
前
輪
に
ぶ
っ
つ

か
っ
た
ん
だ
。
双
方
か
ら

行
き
合
う
は
ず
み
じ
ゃ
な

い
。
事
故
は
Ｔ
字
路
の
角。

か
ら
５
ｍ
じ
ゃ
き
か
な
い

以
下
次
号
（
石
川
）

。

る
皇
帝
条
項
で
あ
る
。

そ
の
要
点
を
示
す
。

ま
ず
特
権
と
し
て
国
政

の
責
任
を
負
わ
な
い
と
し

な
が
ら
、
軍
の
支
配
権
、

宣
戦
布
告
権
、
外
交
総
裁。

等
の
特
権
を
有
す
と
い
う

驚
く
べ
き
矛
盾
で
あ
る
。

原
文
の
一
部
を
示
す
。

第
一
章

皇
帝
の
特
権

第
七
十
五
条

皇
帝
は
、。

国
政
の
責
任
を
負
わ
な
い

事
故
証
明
書

２

『
民
報
』
６
月

日
号

30

で
「
鶴
岡
警
察
署
へ
手
紙

を
」
と
し
て
い
た
。
そ
れ

か
ら
２
回
電
話
で
話
し
た

、

、

が
埒
が
明
か
な
い
の
で

ら
ち

出
し
た
葉
書
が
こ
れ
。

▲
先
日
の
Ｔ
Ｅ
Ｌ
で
は
、

な
ぜ
出
合
い
頭
の
衝
突
な

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
写
し
は
見
せ
ら
れ
な

い
と
い
う
事
故
の
類
型
を

強
調
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
事
故
の
類
型
で
出
会

い
頭
の
衝
突
と
は
、
こ
う

い
う
事
故
を
言
い
、
こ
の

事
故
は
こ
う
こ
う
だ
か
ら

こ
の
類
型
に
当
て
は
ま
る

ん
だ
。
更
に
、
追
突
と
は

こ
う
い
う
も
の
だ
。
だ
か

ら
こ
の
事
故
は
、
追
突
の

類
型
に
は
あ
て
は
ま
ら
な

い
ん
だ
、
と
具
体
的
に
教

え
て
下
さ
い
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
待

っ
て
い
ま
す
（

日
。

。

）

10

▲
電
話
が
来
た
の
が

日
16

で
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

出
会
い
頭
の
衝
突
と
は
、

相
交
わ
る
方
向
に
進
行
中

の
車
両
が
、
双
方
か
ら
行

植
木
が
『
東
洋
大
日
本

国
国
憲
按
』
を
起
草
し
た

の
は
明
治

年
１
月
で
あ

14

る
。私

が
国
憲
按
を
一
読
し

て
何
よ
り
も
衝
撃
を
う
け

た
の
は
、
第
５
編

条
あ

37

東
田
川
史
跡
物
語

東
洋
大
日
本
国
国
憲
按
の

天
皇
大
権

青
山

崇

第
七
十
六
条

皇
帝
は
、。

刑
を
受
け
る
こ
と
は
な
い

第
七
十
七
条

皇
帝
は
、

身
体
に
か
か
る
税
を
負
担

し
な
い
。

第
二
章

皇
帝
の
権
限

第
七
十
八
条

皇
帝
は
、

軍
を
支
配
す
る
権
限
を
持

。

、

つ
戦
争
を
始
め
る
こ
と

講
和
す
る
こ
と
の
決
定
権

を
持
つ
。
他
国
の
独
立
を

認
め
る
か
認
め
な
い
か
を

決
定
す
る
。
た
だ
し
戦
争

開
始
や
講
和
を
決
定
し
た

と
き
は
直
ち
に
立
法
院
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
七
十
九
条

皇
帝
は
戦

争
の
な
い
と
き
、
立
法
院

の
議
論
を
経
な
い
で
兵
士

を
徴
収
ま
た
は
募
集
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
八
十
条

皇
帝
は
外
交

事
務
の
総
裁
で
あ
る
。
外

交
官
を
任
命
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
外
国
と
の
交
際

の
儀
礼
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

第
八
十
五
条

皇
帝
は
、

軍
備
を
調
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
八
十
六
条

皇
帝
は
、

国
政
を
成
り
立
た
せ
る
た

め
に
必
要
な
命
令
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

つ
く
ば
市
で
は
義
務
教
育
学
校
の
分
離
す
す
む

第66回自治体学校in神奈川（2024.07.20-21）の資料から


